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話題の本棚

苦
し
む
の
は
こ
れ
を
読
ん
で
か
ら
で
い
い
―
―
執
筆
論
の
名
著
、こ
こ
に
誕
生

　

ど
う
や
ら
も
の
す
ご
い
話
題
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
ル
ネ
で
も
上
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
よ
う
だ
。「『
ま
っ
た
く
新
し
い
』
っ
て
言
い
過
ぎ
じ
ゃ
な

い
？
」
と
い
う
疑
念
を
持
つ
君
、
そ
う
、
そ
こ
の
君
だ
。
今
す
ぐ
回
れ
右
し
て

ル
ネ
で
こ
の
本
を
買
っ
て
き
な
さ
い
。
ど
う
せ
執
筆
の
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と

に
な
る
の
な
ら
、
こ
の
本
を
読
ん
で
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
は
ず
だ
。

◆
新
し
さ
①
「
ア
ー
ギ
ュ
メ
ン
ト
」
か
ら
始
ま
る
執
筆
論

　

さ
て
、
本
書
で
は
論
文
や
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
が
論
じ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ

の
新
し
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
本
書
の
何
よ
り
も
の
意
義
は
、
問
い
で
は
な

く
ア
ー
ギ
ュ
メ
ン
ト
―
―
論
証
が
必
要
な
＝
反
論
が
可
能
な
主
張
―
―
を
執
筆

プ
ロ
セ
ス
の
根
幹
に
打
ち
出
し
た
点
に
あ
る
。
本
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
従

来
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
本
で
は
問
い
が
起
点
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、

問
い
は
論
文
の
根
幹
に
し
て
全
体
の
質
を
支
配
す
る
―
―
確
か
に
一
理
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
筆
者
曰
く
「
問
い
の
有
無
は
論
文
の
成
否
に
お
け
る
条
件
と
は
本

質
的
に
関
係
が
な
い
」。
重
要
な
の
は
、
ア
ー
ギ
ュ
メ
ン
ト
が
先
行
研
究
に
対

し
て
持
つ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
価
値
で
あ
る
。
反
論
す
ら
で
き
な
い
よ
う
な
単
な

る
事
実
や
方
法
論
の
提
示
は
主
張
と
し
て
弱
く
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
価
値
を
持

ち
得
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
正
し
さ
を
論
証
す
る
営
み
こ
そ
が
研
究
で
あ
り
論

文
執
筆
な
の
だ
。
こ
れ
は
当
た
り
前
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
大
半
の
学
生
に
と

っ
て
は
目
か
ら
鱗
に
違
い
な
い
。「
私
の
問
い
は
、
価
値
の
あ
る
ア
ー
ギ
ュ
メ

ン
ト
の
体
を
成
し
て
な
か
っ
た
か
も
！
」
と
。

◆
新
し
さ
②
実
践
的
な
論
文
執
筆
の
ウ
ラ
側

　

本
書
の
も
う
一
つ
の
新
し
さ
は
、
文
章
術
で
は
な
く
執
筆
論
で
あ
る
こ
と
。

巷
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
本
で
は
、
主
語
と
述
語
の
一
致
や
ト
ピ
ッ
ク
セ
ン
テ
ン
ス

の
重
要
性
な
ど
「
そ
の
先
が
知
り
た
い
ん
だ
け
ど
な
…
…
」
と
い
う
文
章
術
ば

か
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
よ
う
な
気
が
す
る
）。
だ
が
本
書
は
一
味
違
う
。

　

先
行
研
究
の
ど
の
0

0

部
分
を
い
く
つ

0

0

0

引
用
す
れ
ば
良
い
の
か
？　

そ
の
た
め
に

は
本
を
ど
う
0

0

読
め
ば
い
い
の
か
？　

パ
ラ
グ
ラ
フ
に
書
く
べ
き
情
報
を
い
か
に

0

0

0

構
成
す
る
の
か
？　

と
い
っ
た
私
た
ち
の
「
結
局
の
と
こ
ろ
」
の
悩
み
に
、
本

書
は
極
め
て
実
践
的
に
応
え
て
く
れ
る
の
だ
。
本
書
で
は
（
な
ぜ
か
）
ア
ン
パ

ン
マ
ン
に
つ
い
て
の
論
文
を
書
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
例
と
し
て
講
義
が
進
む

の
だ
が
、
そ
の
説
明
は
簡
に
し
て
要
を
得
て
い
る
。
筆
者
の
経
験
と
実
績
に
裏

付
け
ら
れ
た
執
筆
論
は
、
ど
れ
も
泥
臭
く
（
だ
か
ら
こ
そ
）
信
頼
に
足
る
も
の

だ
。
具
体
的
な
手
と
思
考
の
動
か
し
方
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆
執
筆
の
苦
し
み
を
越
え
て
―
―
執
筆
論
か
ら
学
問
論
へ

　

そ
し
て
本
書
の
射
程
は
、
学
問
論
に
ま
で
広
が
る
。
筆
者
は
宣
言
す
る
―
―

「
論
文
を
書
く
と
は
、
世
の
中
に
な
ん
ら
か
の
新
し
い
主
張
を
も
た
ら
し
、
そ

れ
を
説
得
的
に
論
証
す
る
こ
と
で
、
人
び
と
の
考
え
を
変
え
よ
う
と
す
る
行
為

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
他
な
ら
な
い
」。「
疑
わ
れ
も
し
な
い
よ
う
な
『
常
識
』
を
ひ
っ
く
り
か
え
す

よ
う
な
仕
事
に
こ
そ
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
力
が
眠
っ
て
い
る
」。
私
た
ち
の
言
葉
は
、

世
界
を
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
は
ず
だ
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
一
七
六
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

7
月
刊
）

ま
っ
た
く
新
し
い 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・ 

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
教
科
書

阿
部
幸
大
著
　
光
文
社



3

話題の本棚

言
葉
は
生
活
に
眠
る
　
地
名
研
究
の
あ
る
一
例

　

地
名
の
由
来
を
追
う
地
名
研
究
に
お
い
て
、
最
初
の
一
冊
と
も
言
う
べ
き
書

籍
に
柳
田
國
男
の
『
地
名
の
研
究
』（
一
九
三
六
）
が
あ
る
。
本
書
の
著
者
も

こ
の
柳
田
の
一
冊
を
何
度
も
読
み
返
し
、
親
し
ん
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、
読
む
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
柳
田
の
ま
ね
を
し
て
、
自
分
な
り
の
地

名
研
究
を
続
け
て
き
た
」
と
。
柳
田
の
一
冊
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
だ
け
で
な
く
数

多
く
の
在
野
の
研
究
者
を
生
ん
だ
。
本
書
も
ま
た
、
読
者
を
研
究
に
駆
り
立
て

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
一
冊
に
な
る
予
感
が
す
る
。

　

本
書
は
、
表
題
の
ク
サ
カ
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
小
さ
い
地
名
に
つ
い
て
そ

の
由
来
の
調
査
を
し
、
そ
れ
ら
の
語
が
か
つ
て
持
っ
て
い
た
意
味
を
再
現
す
る

こ
と
を
目
指
す
。
本
調
査
の
特
色
は
三
点
─
─
小
さ
な
地
名
（
特
に
小こ

あ
ざ字
が
多

い
）
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
、
同
じ
地
名
を
多
数
挙
げ
て
比
較
す
る
こ
と
、
そ

の
土
地
へ
実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
著
者
・
筒
井
は
、
現
地
に
赴
く
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
こ
そ
が
地
名
研
究
だ
と
し
て
い
る
。
車
に
乗
り
、
鉄
道
に
乗

り
、
そ
し
て
歩
い
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
地
名
を
そ
の
目
で
確
か
め
に
行
く
。

と
き
に
現
地
の
お
年
寄
り
に
そ
の
土
地
の
こ
と
を
尋
ね
る
。
だ
か
ら
本
書
は
、

研
究
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
紀
行
文
と
し
て
の
楽
し
み
も
備
え
て
い
る
の
だ
。

　

筒
井
が
実
際
ど
の
よ
う
に
地
名
の
由
来
へ
迫
る
の
か
は
、
ぜ
ひ
本
書
を
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
語
り
口
は
、
筒
井
の
推
論
の
流
れ
そ
の
も
の
で
あ
り
、

例
え
る
な
ら
ば
、
ミ
ス
テ
リ
に
お
け
る
推
理
パ
ー
ト
だ
。
こ
こ
に
要
約
し
て
し

ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
代
わ
り
に
印
象
的
な
場
面
を
一
つ
挙
げ
よ
う
。

　

筒
井
は
あ
る
と
き
、
道
の
駅
に
茨
城
弁
の
掲
示
が
あ
る
の
を
見
つ
け
る
。

「
お
ら
が
村
の
方
言
」
と
し
て
い
く
つ
か
の
語
が
並
ぶ
中
に
「
コ
サ
（
日
陰
地
）」

が
あ
っ
た
。
筒
井
は
「
こ
れ
を
目
に
し
た
瞬
間
、
数
十
年
来
の
疑
問
が
解
け

た
」
と
い
う
。
ふ
い
に
訪
れ
る
研
究
が
前
進
す
る
瞬
間
の
興
奮
が
伝
わ
る
。
コ

サ
と
ク
サ
は
音
が
近
い
。
こ
こ
か
ら
、
ク
サ
カ
の
研
究
は
一
気
に
進
む
。

　

個
々
の
地
名
と
そ
の
元
と
な
っ
た
語
の
起
源
を
知
る
喜
び
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
本
書
は
、
文
献
の
調
べ
方
や
古
い
行
政
資
料
の
入
手
法
、
現
地
に
着
い
て

か
ら
ど
の
よ
う
に
そ
の
土
地
を
特
定
し
て
い
く
か
と
い
っ
た
調
査
の
方
法
を
知

る
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
。
本
書
を
読
み
な
が
ら
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
地
名
に

つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
と
す
る
人
も
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。
だ
が
、
役
場
の
電

子
化
に
よ
っ
て
古
い
地
図
は
倉
庫
に
し
ま
わ
れ
、
過
疎
化
が
進
ん
だ
地
域
は
住

人
が
い
な
く
な
り
、
開
発
に
よ
っ
て
地
形
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
筒
井
の
調
査

方
法
は
、
今
後
よ
り
難
し
く
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

調
査
可
能
な
今
が
そ
の
と
き
だ
と
、
思
わ
ず
手
を
動
か
す
読
者
が
い
る
は
ず
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報
化
社
会
で
は
、
地
名
は
単
な
る
固
有
名
詞
、
つ
ま
り

識
別
の
た
め
の
記
号
に
思
え
る
と
き
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
小
字
と
い
う
小
さ
な

地
名
を
選
ん
だ
本
書
は
面
白
い
。
筒
井
は
「
地
名
は
、
過
去
の
い
ず
れ
か
の
時

期
に
、
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
人
び
と
が
、
だ
い
た
い
は
無
意
識
の
う
ち
に
残

し
た
言
葉
の
記
録
」
だ
と
言
う
。
小
字
の
多
く
は
、
そ
の
地
で
暮
ら
す
人
々
自

身
が
必
要
と
し
て
名
付
け
た
も
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
そ
の
語
は
、
当
時
の
生
活

を
想
起
さ
せ
る
。
だ
か
ら
、
記
号
は
実
体
へ
と
戻
っ
て
い
く
の
だ
。（�

ひ
る
ね 

）

�

（
二
四
〇
頁　

税
込
二
九
七
〇
円　

5
月
刊
）

日
下
を
、
な
ぜ
ク
サ
カ
と

読
む
の
か

筒
井
功
著

河
出
書
房
新
社
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　新書を舐めている人がい
るとすれば、この本を読ん
だことがないのだろう。そ
う思わせてくれる、もはや
古典となった一冊をご紹介。
　著者・丸山真男は昭和を
代表する政治思想史学者。
そんな彼が、「近代日本」とも「現代日本」
とも限定されない「日本の思想」について論
じようとした意欲的な論考集が本書である。
中でも最も読みやすくて有名なのが「『であ
る』ことと『する』こと」だ。国語の教科書
で読んだことがある読者もいるかもしれない。
　この小論は、借金の時効規定という民法の
例に始まる。「請求する

0 0

行為によって時効を
中断しない限り、単に自分は債権者である

0 0 0

と
いう位置に安住していると、ついには債権を
喪失するというロジックのなかには、一民法
の法理にとどまらないきわめて重大な意味が
ひそんでいるように思われます」。そう言うと
丸山は、「である」と「する」の二種類の論
理について、政治に学問・芸術、江戸時代か
ら（1961年当時の）現代に至るまで縦横無尽
に例をとって考察し、日本は両者の適用すべ
き領域を倒錯させてしまっていると診断する。
　この優れた自己批判的小論は、30 ページ
弱という恐るべき密度で書き上げられている。
比較的短くて手軽な「新書」という形式であ
ることは、それが論じている内容とは関係な
い、ということか。
　そして、その他の章に関しては更に高密度
だ。特に表題にもなっている「日本の思想」
は、日本人が伝統思想と外来思想にどのよう
に向き合って／向き合い損ねてきたかを包括
的に論じた白眉である。舐めるだなんてとん
でもない。むしろ、打ちのめされながら読ん
でいただきたい一冊である。� （�朝露 ）
� （214 頁　税込 924 円）

日本の思想
丸山真男著
岩波新書

　なめたらあかん〜♪

　なめたらあかん〜♪

　新書をなめずに♪

　これ読んで〜♪

　ということで、編集委員おすすめの新書

を七冊紹介します。岩波新書からブルーバ

ックスまで、漢詩から宇宙人まで、新書の

可能性は無限大。新書の力を侮るなかれ！

� （�ぱや ）

特集

舐めたらあかん、
新書の力
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　世に読書論は多い。やは
り皆、「いかにして本を読
むか」ということが気にな
るのだろう。しかしここま
で読書論が多いと、どれを
読めばいいのかさっぱりわ
からない。そこで私はこう
言いたい。読書論はもはやこれ一冊で十分で
あると。新書だからと言って侮るなかれ。本
書は幾度の再読に耐え得る強度を有している。
　私は本書に、読みの根本姿勢を教えられた。
著者は言う。「シュヴァイツァにしろ、デュ
プレにしろ、それぞれ精密に楽譜を調べ、徹
底して楽譜に忠実であった。そしてそれゆえ
に、彼らのバッハ演奏は、それぞれ個性的で
ある」。ここでの「楽譜」を「テクスト」に
変えれば、これはひとつの読書論となる。個
性的な読み、それは意外にも、テクストに徹
底的に忠実であることから生まれる。好き勝
手に読むだけでは個性的な読みは生まれない
のだ。「楽譜に忠実でない演奏は、自己流で
恣意的であっても、個性的などとはいえない」。
　そしてここで重要なのは、テクストやその
著者への「信」がなければ、テクストに忠実
であることはできないということ。著者の言
葉を一息で引用しておこう。「信じてかから
なきゃ踏みこめないじゃないですか。『適当
に』しか読めない。疑い深く白眼視しながら
踏みこんで本文と格闘するなんてことはでき
ない。〔……〕いわんや、分らぬところを二
度三度、時間をかけて根掘り葉掘り深読みの
労を払う
0 0 0 0

など、馬鹿馬鹿しくってできるわけ
ないですね。何か期して待つ

0 0 0 0 0

ところがなきゃ。
信ずるところがあって初めて、読み深めの労
苦が払える」。「信」は読みを深めるのである。
　であれば、まずは本書に「信」を持ち、読
みを深めてみてはどうだろうか。� （�ぱや ）
� （218 頁　税込 1012 円）

　知らない世界を覗き見た
くて、新書の棚を眺めるこ
とがある。シンプルで力強
いタイトルに惹かれて本書
を手に取ったが、内容もま
ったく引けを取らない。覗
き見どころではない。遠慮
がちに踏み込んだ私の手をぐっと引いて、中
国の広大な土地と漢詩三千年の歴史を見晴る
かす場所まで連れ出してくれた一冊だ。
　新書のコンパクトさを保ちながらも充実し
た内容の秘訣は、著者が「漢詩の魅力と生命
力を知るための穴

つ ぼ

位」と呼ぶ 5点。①詩人、
②主題、③詩型、④詩跡、⑤訓読漢詩を各章
で取り上げ、代表的な詩を紹介する。漢詩初
心者もご安心を。白文・書き下し文・現代語
訳が揃っているうえに、著者の解説は漢籍の
教養を求める堅苦しいものではない。解説を
聞いていると、今まで紙上で窮屈そうに並ん
でいた文字たちが、生き生きと律動して心に
迫ってくるようだ。
　本書ならではの特徴は、内

こ こ ろ

容と不可分な�
形
か た ち

式に着目したリズム論にある。近体詩の代
表的な詩型である五言律詩や七言絶句はなぜ
定着したのか。著者の示す秀逸な作例は、同
じ主題とモチーフでも詩型によってがらりと
印象が変わることを教えてくれる。
　漢詩のリズムと言われても、訓読で鑑賞す
る日本人には関係がないと思われたかもしれ
ない。その点も本書は抜け目がない。著者曰
く、訓読漢詩は日本語の文語自由詩

0 0 0 0 0

である。
和歌や俳句にはない自由闊達なリズムや対句
を含み、相互補完的に日本人の詩性や詩情を
養うのに欠かせない役割を果たしたという。
　海を越えて遠く日本まで見渡すことのでき
る眺めの良い一冊。読み終えるころには、知
らない世界ではなくなっている。（�くたくた ）
� （261 頁　税込 902 円）

読書と社会科学
内田義彦著
岩波新書

漢詩　美の在りか
松浦友久著
岩波新書
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　新書と聞いて思い浮かぶ
ジャンルは何だろう。政治、
経済、哲学、歴史、……。
理系分野がパッと出てくる
人は少ないだろう。本書が
属するレーベル、ブルーバ
ックスは自然科学を中心に
扱う老舗のレーベルであり、“科学はむずか
しい”という先入観を改める表現と構成を特
色としている。本書はそれを見事に体現して
おり、ブルーバックス入門に最適な一冊だ。
　宇宙人と対面したあなたは数々の質問をぶ
つけられる。「あなたはどこからきたのです
か？」、「あなたは何でできていますか？」、
等々。地球やタンパク質といった一惑星のロ
ーカルな答えでは宇宙人を満足させることは
できないだろう。普遍的な全宇宙に共通の答
えを返さなくてはならないのだ。本書は物語
形式のもと、上記のような疑問を提示し、解
説や答え、更なる発展と深掘りを繰り返し進
んでいく。問いと答えの距離が近く指針が常
にハッキリしている構成に加え、一目で分か
りやすい図を用いた解説や重要な文章へのマ
ークといった親切な表現のおかげで置いて行
かれることがない。更には「太陽が複数ある
星のカレンダーはどうなっているか？」、「異
星人の数の概念はどうなっているか？」とい
った SF 的思索も盛り込まれており、むずか
しさを忘れさせる面白さが詰まっている。
　特に評者の興味を引いたのは、原子の普遍
性を利用して周期表をロゼッタストーンのよ
うに言語や数字と対応させることでコミュニ
ケーションを取ろうとする話だ。普遍性は数
学のような抽象的思考に宿るものと思い込ん
でいたが、強固な具体性を持つ原子が全宇宙
に通用するほどの普遍性を獲得していること
に宇宙の神秘を感じ取ってしまった。�（�筏 ）
� （272 頁　税込 1100 円）

　未知の世界に踏み込む楽
しみもあれば、今ある知識
をさらに深めるという楽し
みもあるのが新書の良いと
ころだ。我々学生にとって
知らないものとは言えない
「英単語」について、入門
から一歩先へと踏み込んだ世界を見せてくれ
るのが本書である。
　さて、まずは bar という英単語の意味を挙
げてみよう。「酒場」や「（チョコレート）バ
ー」などが身近だろうか。他には、「法廷」
や「弁護士（業）」といった意外な意味もあ
る。チョコレートバーと弁護士業を同じ語で
表せるとは少々驚きだ。本書は、この一見無
秩序にも見える多義性を、「過去におこった
意味変化が集積したもの」として、英語の歴
史と意味変化を辿ることで説明していく。
　意味変化にはいくつかパターンがあるとい
う。まずは類似性に基づくもの。もともと
「棒状のもの」を意味した bar は、棒状のも
ので作る「柵」の意味を獲得し、機能の類似
性から、裁判官や弁護士と傍聴人等を分ける
「仕切り」へと発展させる。その後「法廷」
の意味を獲得するが、ここで出てくるのが本
書 3 章で扱うメトニミー〈換喩〉──部分
（仕切り）でもって全体（法廷）を表す──
だ。場所を表す語（法廷）がそこで働く職業
（弁護士）や組織を意味するようになるのは、
日本語の「霞ヶ関」や「永田町」も同じだ。
　面白いのが、19世紀に固形のチョコレート
が作られるようになって初めて、bar は「チョ
コレートバー」の意味を獲得するという指摘。
社会の変化が語の意味変化の動機づけとなっ
ているのだ。本書は意味変化の要因も扱う。
すると英単語の向こうに、その語を使用して
きた人間とその社会が見えてくる。�（�ひるね ）
� （224 頁　税込 858 円）

宇宙人と出会う前に読む本
全宇宙で共通の教養を身につけよう

高水裕一著　ブルーバックス

英単語の世界
多義語と意味変化から見る

寺澤盾著　中公新書
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　自分はどんな人間か、と
いうことを説明するとき、
人は過去へ過去へと遡り、
自分をいまここへと連れて
きた出来事の流れを思い浮
かべる。それは同時に、自
分はどのような世界で生き
ているのかを説明づける作業でもあって、そ
のとき自分の人生は、筋道立てられた何らか
の物語としてイメージできるだろう。
　本書はそのような「物語」――人間が己を、
そして世界を把握するために用いる思考の枠
組みに、揺さぶりをかける一冊だ。その物語
とは結局、自分がつくり出したものであって、
バイアスや決めつけに満ちている。なぜなら
人間は、自分が何を知らないのか知ることが
できないからだ。そして自分の物語に組み込
めないもの――他者との衝突、理不尽な出来
事――と出会ったとき、なぜこんなことが、
と人は苦しみ、ともすると相手を排除したり、
さらなる決めつけに飛びついたりしてしまう。
物語論の知見や、古今の哲学・宗教の洞察を
参照しつつ、けれども軽やかな調子で、著者
はそんな功罪半ばする「物語」との付き合い
方を説いてゆく。自分が生きてきた物語を手
離すことは恐ろしいけれども、それにしがみ
つくことをやめる自由もまたあるのだ、と。
　本書は、若い読者向けに書かれたシリーズ
〈ちくまプリマー新書〉の一冊。小中高と生
きてきた自分の人生の物語が、これまでにな
い出会いや経験によっていままさしく揺さぶ
られている――そんな大学生のあなたにこそ
薦めたい。専門知に深入りすることはなく、
内容が浅く広くに留まっていることも、本書
の場合は決して瑕疵にならない。なんとなれ
ば、自分の物語を相対化するには、そのよう
な態度こそ必要だろうからだ。� （�水炊き ）
� （224 頁　税込 924 円）

　新書の魅力――薄さ手軽
さ、デザインの統一感……。
たくさんあるけれど、私は
何よりも「多くの人々の手
に広く届く」ことだと思う。
専門知識をわかりやすく、
時事ネタもスピーディーに。
専門書ほど堅くも重くもないけれど、知の世
界に踏み出す第一歩になるのが新書だ。
　この魅力が存分に表れているのが『社会を
変えるには』。出版は2012年――つまりは3.11
と原発事故を経たデモの隆盛が執筆の背景に
ある（新刊の『連帯の政治社会学』も併せて
ご覧いただきたい）。標題通り、本書は「社会
を変える」ことについて考えていくのだが、そ
のスケールは選挙や起業、革命には留まらな
い。そんな狭い

0 0

話ではないのだ。小熊はより
広い視野で現代社会の行き詰まり＝機能不全
を捉えんとする。そもそも民主主義において
代表を選ぶとはどういうことか？　という根本
問題を古代から遡り、歴史・構造・思想的な
見通しを与えていく。この壮大な思索のエッセ
ンスをさくっと掴めるのが新書の良さである。
　小熊は「現代社会では、中央制御室に当た
るものはありません。だから、首相だけを替
えても変わりません」と言う。現代では左派
も右派も同じような行き詰まりを見せている
（今の政局を想起してほしい）が、大切なの
は表面的な事柄に振り回されず、より構造的
な問題――自由と再帰性の増大――を捉える
ことだ。一体何それ？　という方はぜひ本書
をご参照あれ。わかりやすい説明なので、高
校生でも問題なく読めるはずだ。
　本書は 11 刷まで版を重ねてきた。10 年の
歳月を経て、本書のメッセージは霞むどころ
かなおも力強さを増している。時代を捉え、
見据え、そして変えるための一冊。（�浅煎り ）
� （520 頁　税込 1540 円）

人はなぜ物語を求めるのか
千野帽子著

ちくまプリマー新書

社会を変えるには
小熊英二著

講談社現代新書
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

ぼ
く
が
エ
イ
リ
ア
ン
だ
っ
た

こ
ろ

ト
ン
マ
ー
ゾ
・
ピ
ン
チ
ョ
著

二
宮
大
輔
訳　

こ
と
ば
の
た
び
社

　
『
ぼ
く
が
エ
イ
リ
ア

ン
だ
っ
た
こ
ろ
』。
こ

の
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
も

う
目
を
疑
う
の
に
、
本

を
開
い
て
み
る
と
、
主
人
公
の
親
友
は
カ
ー
ト
・
コ

バ
ー
ン
本
人
ら
し
い
。
あ
の
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
伝
説

的
ギ
タ
ー
ヴ
ォ
ー
カ
ル
だ
。
そ
ん
な
の
あ
り
？　

と

な
る
け
れ
ど
、
そ
れ
が
あ
り
に
な
る
の
が
小
説
、
と

り
わ
け
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
小
説
と
一
般
に
言
わ
れ
る
小

説
の
面
白
い
と
こ
ろ
な
の
だ
。

　

主
人
公
の
ホ
ー
マ
ー
・
Ｂ
・
エ
イ
リ
ア
ン
ソ
ン
は

九
歳
の
あ
る
日
、
眠
る
の
を
や
め
て
し
ま
う
。
彼
は

気
づ
い
た
の
だ
―
―
自
分
以
外
の
み
ん
な
が
、
実
は

何
者
か
に
よ
っ
て
寝
て
る
間
に
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま

っ
た
、
人
間
な
ら
ざ
る
何
か
な
の
だ
と
。
一
度
目
を

閉
じ
て
し
ま
え
ば
最
後
、
も
う
「
奴
ら
」
の
餌
食
な

の
だ
と
気
づ
い
た
彼
は
、
そ
れ
以
来
十
九
年
間
彼
は

目
を
見
開
い
た
ま
ま
だ
。
閉
じ
る
こ
と
の
な
い
彼
の

目
に
映
る
の
は
、
故
郷
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
の
、
雨
が
止

む
こ
と
の
な
い
陰
鬱
な
世
界
と
、
両
親
を
は
じ
め
と

学
び
の
き
ほ
ん

「
書
く
」っ
て
、ど
ん
な
こ
と
？

高
橋
源
一
郎
著

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　
「
二
時
間
で
読
め
る

教
養
の
入
り
口
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
す
る
「
学

び
の
き
ほ
ん
」
シ
リ
ー

ズ
。
そ
の
最
新
作
が
本
書
だ
。
高
橋
源
一
郎
が
今
回
、

そ
の
作
家
人
生
で
初
め
て
明
か
す
の
は
「
書
く
」
こ

と
の
秘
密
。
そ
の
一
端
を
今
か
ら
覗
い
て
み
よ
う
。

　

高
橋
の
代
表
作
に
『
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た

ち
』
が
あ
る
。
じ
つ
は
こ
の
作
品
は
ほ
ぼ
何
も
考
え

ず
に
書
い
た
と
高
橋
は
回
想
す
る
。
決
ま
っ
て
い
た

の
は
タ
イ
ト
ル
だ
け
。
中
身
は
ま
る
で
決
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
。
だ
か
ら
一
行
目
は
少
し
悩
ん
だ
。
し
か

し
「
昔
々
、」
と
書
き
、ほ
ん
の
数
呼
吸
し
て
「
人
々

は
み
ん
な
名
前
を
も
っ
て
い
た
」
と
続
け
る
と
、
そ

の
後
は
息
も
つ
か
ず
に
書
き
続
け
た
。「
わ
た
し
は
、

う
ま
く
書
け
た
、
と
い
う
思
い
よ
り
、
い
っ
た
い
な

に
が
起
こ
っ
た
の
か
、
と
び
っ
く
り
し
て
い
た
」。

こ
の
と
き
文
章
を
書
い
て
い
た
の
は
一
体
誰
な
の
か
。

　

わ
た
し
の
な
か
に
は
ふ
た
り
の
わ
た
し
が
い
る
と

高
橋
は
言
う
。「
昼
間
の
わ
た
し
＝
仮
面
の
わ
た
し
」

と
「
夜
の
わ
た
し
＝
本
当
の
わ
た
し
」
だ
。「
昼
間

の
わ
た
し
」
が
話
す
の
は
社
会
の
検
閲
済
み
の
言
葉
。

私
た
ち
が
普
段
話
す
の
は
こ
ち
ら
の
言
葉
だ
。
し
か

し
何
も
考
え
ず
原
稿
用
紙
に
向
か
っ
た
と
き
、
高
橋

は
「
昼
間
の
わ
た
し
」
を
黙
ら
せ
た
。「
検
閲
な
ん

か
く
そ
食
ら
え
」。
す
る
と
現
わ
れ
た
の
が
「
夜
の

わ
た
し
」
だ
っ
た
。
そ
れ
は
無
意
識
に
近
い
も
の
。

こ
う
な
っ
た
ら
も
う
、
わ
た
し
は
た
だ
「
手
」
と
な

っ
て
、「
夜
の
わ
た
し
」
の
言
葉
を
書
き
留
め
る
し

か
な
い
。
わ
た
し
は
「
ゾ
ー
ン
」
に
入
っ
た
の
だ
。

　

考
え
て
書
い
た
も
の
は
つ
ま
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら

そ
れ
は
「
昼
間
の
わ
た
し
」
の
言
葉
だ
か
ら
。「
夜

の
わ
た
し
」
の
言
葉
に
こ
そ
「
書
く
」
こ
と
の
秘
密

が
あ
る
。
本
書
は
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
。（�

ぱ
や 

）

�

（
一
一
二
頁　

税
込
四
八
二
五
円　

7
月
刊
）

し
た
、
彼
に
と
っ
て
は
狂
っ
て
る
と
し
か
思
え
な
い

人
々
ば
か
り
。
そ
ん
な
日
々
を
終
わ
ら
せ
る
の
が
、

デ
ビ
ュ
ー
前
の
カ
ー
ト
・
コ
バ
ー
ン
と
の
出
会
い
だ

っ
た
。
カ
ー
ト
は
「
シ
ス
テ
ム
」（
ド
ラ
ッ
グ
の
こ

と
だ
）
の
世
界
に
エ
イ
リ
ア
ン
ソ
ン
を
導
き
、
エ
イ

リ
ア
ン
ソ
ン
は
二
〇
年
ぶ
り
に
目
を
閉
じ
て
眠
る
こ

と
が
で
き
る
―
―
こ
こ
か
ら
、
カ
ー
ト
と
エ
イ
リ
ア

ン
ソ
ン
の
人
生
が
絡
み
合
い
始
め
る
…
…

　

九
〇
年
代
の
カ
ル
チ
ャ
ー
が
随
所
に
言
及
さ
れ
て

お
り
、
近
い
よ
う
で
微
妙
に
遠
い
過
去
の
ア
メ
リ
カ

の
雰
囲
気
を
随
所
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
不
思
議
な

作
品
。�

（�

コ
ー
ク 

）

�

（
三
五
〇
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

9
月
刊
）
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ス
イ
マ
ー
ズジュ

リ
ー
・
オ
オ
ツ
カ
著

小
竹
由
美
子
訳

新
潮
ク
レ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
ス

　

私
た
ち
の
人
生
の
中

の
小
さ
な
亀
裂
。
放
っ

て
お
い
た
そ
れ
が
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
く

ら
い
広
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　

物
語
前
半
の
舞
台
は
地
下
深
く
に
あ
る
プ
ー
ル
。

そ
こ
に
通
う
の
は
、
認
知
症
の
初
期
段
階
に
あ
る
ア

リ
ス
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
た

人
た
ち
。
彼
ら
は
、
地
上
の
し
が
ら
み
か
ら
逃
れ
る

た
め
、
執
拗
な
ま
で
に
泳
ぎ
続
け
る
。
水
の
中
に
い

る
間
は
、
自
分
が
自
分
で
い
ら
れ
る
。
彼
ら
は
そ
ん

な
プ
ー
ル
を
愛
し
て
い
た
。
し
か
し
あ
る
時
、
プ
ー

ル
に
小
さ
な
ひ
び
割
れ
が
見
つ
か
る
。
そ
し
て
こ
の

ひ
び
割
れ
が
―
―
。

　

物
語
の
後
半
で
は
、
ア
リ
ス
と
娘
の
生
活
の
断
片

が
、
淡
々
と
し
た
筆
致
で
語
ら
れ
る
。
記
憶
を
失
っ

て
い
く
ア
リ
ス
と
、
彼
女
と
の
関
わ
り
方
を
後
悔
ま

じ
り
に
追
憶
す
る
娘
。
我
慢
し
て
い
た
こ
と
、
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
こ
と
。
で
も
、
も
う
や
り
直

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

本
作
の
特
徴
は
、
章
ご
と
に
異
な
る
語
り
方
が
も

た
ら
す
独
特
な
雰
囲
気
に
あ
る
。
前
半
で
は
、
プ
ー

ル
の
利
用
者
が
「
わ
た
し
た
ち
」
の
人
称
を
用
い
て
、

後
半
で
は
ア
リ
ス
と
娘
が
「
彼
女
」「
あ
な
た
」
の

人
称
を
用
い
て
表
現
さ
れ
る
。
当
人
に
と
っ
て
も
、

周
り
の
人
物
に
と
っ
て
も
辛
い
認
知
症
の
現
実
。
こ

れ
が
二
人
称
を
用
い
て
語
り
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
、

ア
リ
ス
と
娘
の
記
憶
の
断
片
の
中
に
読
者
も
否
応
な

く
引
き
摺
り
込
ま
れ
て
い
く
。

　

回
復
不
可
能
な
喪
失
の
悲
し
み
と
、
私
た
ち
は
ど

の
よ
う
に
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
？　

き
っ
と
そ
こ

に
、
明
白
な
答
え
な
ど
な
い
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
、

痛
み
に
向
き
合
い
、
亀
裂
を
抱
え
な
が
ら
も
生
き
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。�

（�

荒
砥 

）

�

（
一
六
〇
頁　

税
込
二
〇
三
五
円　

6
月
刊
）

　
「
一
九
〇
九
年
だ
と

思
う
。
ど
う
や
ら
僕
は

映
画
館
に
い
る
よ
う

だ
」
―
―
「
僕
」
の
前

で
、
擦
り
切
れ
た
フ
ィ
ル
ム
が
、
サ
イ
レ
ン
ト
映
画

を
流
し
は
じ
め
る
。
一
人
の
男
が
歩
い
て
い
る
。
僕

の
父
親
だ
。
一
人
の
女
を
家
に
迎
え
に
ゆ
く
―
―
僕

の
母
親
だ
。
連
れ
立
っ
た
二
人
は
歩
み
は
じ
め
る
。

コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
遊
園
地
を
？　

そ
れ
と
も
そ

れ
は
人
生
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
こ
か
ら
は
読
者
の
皆
様
に
確
か
め
て
も
ら
う
の
が

一
番
だ
と
思
う
。

　

先
に
引
用
し
た
書
き
出
し
は
表
題
作
、「
夢
の
な

か
で
責
任
が
は
じ
ま
る
」
か
ら
の
一
節
だ
。
な
ん
と

も
奇
妙
な
タ
イ
ト
ル
だ
と
思
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
短
編
は
正
真
正
銘
の
傑
作
、
あ
の
ナ
ボ
コ
フ

（
彼
は
概
し
て
ア
メ
リ
カ
文
学
に
点
が
辛
い
の
だ
け

れ
ど
）
が
絶
賛
し
て
い
る
の
だ
か
ら
折
り
紙
付
き
。

　

表
題
作
を
読
ん
だ
あ
な
た
は
、
語
り
手
の
「
僕
」

と
同
じ
よ
う
に
、「
夢
の
な
か
で
責
任
が
は
じ
ま
る
」

と
い
う
映
写
機
が
照
ら
す
明
か
り
に
導
か
れ
て
、
続

く
短
編
を
読
み
進
め
て
み
て
ほ
し
い
。
す
る
と
そ
こ

に
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
お
祭
り
騒
ぎ
に
遅
れ
て
き

た
青
年
た
ち
、
不
確
か
な
時
代
と
自
己
に
悩
む
彼
ら

―
―
こ
れ
は
今
を
生
き
る
僕
た
ち
だ
と
思
っ
て
み
て

も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
―
―
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
の

上
に
暗
闇
か
ら
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
上
が
り
、
動
き

は
じ
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
作
者
を
師
と
慕
っ
た
ル

ー
・
リ
ー
ド
の
姿
も
、
ふ
と
画
面
を
横
切
っ
た
り
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
僕
た
ち
は
愛
憎
半
ば
す
る
思
い

で
食
い
入
る
よ
う
に
画
面
を
見
つ
め
つ
づ
け
る
、
そ

し
て
―
―
。

　

そ
し
て
、
こ
の
夢
か
ら
目
覚
め
た
時
、
あ
な
た
は

も
う
、
前
と
同
じ
と
こ
ろ
に
は
い
な
い
。（�

コ
ー
ク 

）

�

（
三
〇
八
頁　

税
込
三
一
九
〇
円　

7
月
刊
）

夢
の
な
か
で
責
任
が
は
じ
ま
る

デ
ル
モ
ア
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
著

ル
ー
・
リ
ー
ド
序
文

小
澤
身
和
子
訳　

河
出
書
房
新
社
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フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
、 

ゲ
ー
ム
や
っ
て
る

近
藤
銀
河
著

晶
文
社

　

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る

と
、
ふ
と
そ
の
世
界
観

に
違
和
感
を
抱
く
こ
と

が
あ
る
。
な
ぜ
ほ
か
の

選
択
が
で
き
な
い
の
か
、
な
ぜ
皆
が
こ
の
キ
ャ
ラ
を

敵
対
視
す
る
の
か
。
こ
う
し
た
戸
惑
い
は
、
ゲ
ー
ム

内
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
や
前
提
へ
の
疑
問
で
あ
り
、
更

に
は
背
後
に
あ
る
社
会
の
規
範
へ
の
批
判
的
な
問
い

か
け
で
あ
る
。
本
書
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ク
ィ
ア

理
論
と
い
っ
た
批
判
理
論
の
視
点
か
ら
こ
う
し
た
戸

惑
い
に
と
こ
と
ん
向
き
合
い
、
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の
や

規
範
を
問
い
直
す
、
画
期
的
な
ゲ
ー
ム
批
評
で
あ
る
。

　

ピ
ク
ミ
ン
や
ス
プ
ラ
ト
ゥ
ー
ン
と
い
っ
た
人
気
作

か
ら
ニ
ッ
チ
な
イ
ン
デ
ィ
ー
ゲ
ー
ム
ま
で
、
各
章
で

取
り
上
げ
る
ゲ
ー
ム
は
多
岐
に
わ
た
る
。
プ
レ
イ
の

感
想
や
世
界
観
の
説
明
は
要
点
を
と
ら
え
て
い
て
、

自
分
も
手
に
取
っ
て
遊
ん
で
み
た
く
な
る
（
実
際
、

評
者
は
二
作
品
ほ
ど
購
入
し
た
）。
そ
し
て
、
親
し
み

や
す
い
文
体
は
そ
の
ま
ま
に
、
鋭
い
批
評
に
入
っ
て

い
く
。
有
名
タ
イ
ト
ル
で
は
、
プ
レ
イ
中
の
違
和
感

を
頼
り
に
し
て
、
当
た
り
障
り
な
く
丸
め
ら
れ
た
表

象
の
裏
に
あ
る
異
性
愛
規
範
や
能
力
主
義
、
健
常
者

信
じ
な
い
人
の
た
め
の 

〈
宗
教
〉講
義　

新
装
版

中
村
圭
志
著

み
す
ず
書
房

　

京
都
は
宗
教
が
息
づ

い
て
い
る
都
市
だ
と
思

う
。
数
多
の
神
社
仏
閣

は
言
う
ま
で
も
な
く
、

町
を
歩
く
と
思
い
の
外
、
他
宗
教
の
施
設
も
多
く
み

ら
れ
る
。
河
原
町
や
出
町
柳
、
北
白
川
を
歩
け
ば
十

字
架
を
掲
げ
た
教
会
が
現
れ
、
元
田
中
に
は
モ
ス
ク

が
あ
る
。
一
方
で
、
宗
教
な
ん
て
自
分
の
生
活
に
は

必
要
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
本
書

は
そ
ん
な
信
仰
を
持
て
な
い
現
代
人
に
向
け
た
フ
ラ

ン
ク
な
宗
教
入
門
書
だ
。

　

と
は
い
え
、
宗
教
の
偉
大
さ
を
説
き
、
信
仰
に
目

覚
め
さ
せ
る
た
め
の
本
で
は
な
い
。
む
し
ろ
著
者
は

一
貫
し
て
「
宗
教
」
を
単
な
る
社
会
シ
ス
テ
ム
と
み

な
す
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
前
半
で
は
ユ
ダ
ヤ
教
、

キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
系
譜
に
始
ま
り
、
仏

教
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
儒
教
と
道
教
に
至
る
ま
で
、

類
似
や
対
比
を
積
極
的
に
用
い
て
特
色
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
、
後
半
で
は
現
代
社
会
に
お
け
る
「
宗

教
」
へ
の
要
請
を
多
面
的
に
考
察
し
て
い
く
。
本
書

の
目
的
は
「
宗
教
」
と
い
う
言
葉
が
指
す
も
の
を
一

歩
引
い
た
視
点
で
総
覧
し
、「
宗
教
」
に
対
す
る
姿

勢
を
柔
軟
に
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
だ
。

　
「
宗
教
」
は
近
代
西
洋
に
お
い
て
誕
生
し
た
と
言

え
る
。
合
理
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
が
発
展
す
る
と
共

に
、
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統

は
個
人
の
領
分
に
追
い
や
ら
れ
、「
宗
教
」
と
し
て

区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
歴
史

観
の
も
と
、
公
共
の
場
か
ら
排
斥
さ
れ
て
き
た
「
宗

教
」
を
鏡
と
し
て
、
西
洋
が
生
み
出
し
た
近
代
的
シ

ス
テ
ム
の
問
題
点
を
指
摘
し
つ
つ
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
と
し
て
の
「
宗
教
」
を
再
考
し
て
い
く
本
書
の
姿

勢
は
、
近
代
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
現
代
人
に
と

っ
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。（�

筏 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
三
五
二
〇
円　

6
月
刊
）

中
心
主
義
を
鋭
く
指
摘
す
る
。
ク
ィ
ア
や
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
活
躍
や
日
常
を
描
く
ゲ
ー
ム
も
積
極
的
に
取

り
上
げ
、
そ
の
表
象
や
ゲ
ー
ム
体
験
の
好
き
な
点
も

不
十
分
な
点
も
あ
り
の
ま
ま
指
摘
す
る
。
著
者
の
率

直
な
語
り
口
は
心
地
よ
く
、
自
ら
が
抱
え
て
い
た
戸

惑
い
も
晴
れ
た
よ
う
な
、
安
ら
か
な
読
後
感
だ
っ
た
。

　

ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
の
時
代
か
ら
ゲ
ー
ム
は【
男
の
子
】

の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
同
時
に
、
現

実
の
状
況
を
越
え
て
参
加
で
き
る
ゲ
ー
ム
は
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
も
人
生
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
こ
う
し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
も
の
と
し
て
の

ゲ
ー
ム
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
三
二
〇
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

5
月
刊
）
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「
モ
デ
ィ
化
」す
る
イ
ン
ド

大
国
幻
想
が
生
み
出
し
た
権
威
主
義

湊
一
樹
著

中
央
公
論
新
社

　
「
イ
ン
ド
」
と
い
う

国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

と
言
え
ば
…
…
頭
に
タ

ー
バ
ン
を
巻
い
た
人
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
2
ケ
タ
の
掛
け
算
も
で
き
る
よ

う
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
こ
と
、
あ
る
い
は
荘
厳

な
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
イ
ン
ド
の
現
状
か
ら
目
を
背
け
た
、「
大
国
幻

想
」
に
す
ぎ
な
い
。

　

本
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
世
界
最
大
の
民
主
主
義
国

家
と
呼
ば
れ
、
当
然
に
民
主
主
義
が
成
立
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
イ
ン
ド
に
焦
点
を
当
て
る
。
イ

ン
ド
の
現
状
が
民
主
主
義
と
か
け
離
れ
、
い
か
に
権

威
主
義
的
で
あ
る
の
か
が
、
様
々
な
根
拠
と
と
も
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
特
に
二
〇
一
四

年
に
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首
相
が
政
権
を
握
っ
た

後
、
急
激
に
権
威
主
義
体
制
が
進
ん
だ
こ
と
は
、
本

書
で
も
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
が
権
威
主
義
体
制
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
民
主
主
義
の
形
骸
化
と
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
至
上
主
義
の
主
流
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

影
響
は
、
主
に
非
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
、
特
に
ム
ス
リ

ム
に
対
す
る
国
を
挙
げ
て
の
差
別
と
ヘ
イ
ト
と
い
う

形
で
表
れ
て
い
る
。
政
治
的
な
演
説
に
お
け
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二
〇
二
三
年
四

月
に
行
わ
れ
た
教
科
書
改
訂
に
お
け
る
歴
史
の
削

除
・
圧
縮
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
成
立
し
た
市
民

権
改
正
法
な
ど
、
そ
の
手
法
は
多
岐
に
及
ぶ
。
そ
し

て
、
暴
力
的
対
立
も
た
び
た
び
発
生
し
て
い
る
。

　

出
版
直
後
に
は
、
通
販
サ
イ
ト
か
ら
も
各
地
の
本

屋
か
ら
も
在
庫
が
消
え
た
話
題
作
。
南
ア
ジ
ア
に
興

味
が
あ
る
人
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
に
、
経
済

や
政
治
分
野
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
大
国
の
現

実
を
見
て
も
ら
い
た
い
。�

（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

5
月
刊
）

　

民
主
主
義
と
は
何
な

の
か
、
な
ぜ
政
治
に
起

因
す
る
暴
力
が
世
界
中

で
蔓
延
す
る
の
か
、
な

ぜ
核
軍
縮
が
進
ま
な
い
の
か
…
…
。
本
書
は
、
現
代

世
界
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
政
治
学
の

概
念
に
つ
い
て
、
言
葉
の
定
義
と
学
説
の
整
理
が
行

わ
れ
て
い
る
論
集
で
あ
る
。

　

理
解
し
に
く
い
と
感
じ
て
い
た
政
治
の
概
念
や
言

葉
の
定
義
な
ど
が
ス
ッ
と
入
っ
て
く
る
こ
と
を
特
徴

と
す
る
よ
う
な
説
明
。
そ
し
て
、
各
章
に
お
い
て
、

該
当
分
野
で
は
必
修
と
さ
れ
る
よ
う
な
文
献
や
学
説

が
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
評
者
は
著

者
の
授
業
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
こ

で
得
た
知
識
の
ピ
ー
ス
が
、
わ
か
り
や
す
く
文
章
化

さ
れ
た
本
書
を
読
む
こ
と
で
、
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
よ

う
な
感
覚
を
も
た
ら
し
た
。

　

イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、
特
定
の
国
や
地

域
に
特
定
し
た
話
を
し
て
い
る
章
も
あ
れ
ば
、
国
際

紛
争
や
核
軍
縮
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
の
概
要
を
示
し
て

い
る
章
、
そ
し
て
ベ
イ
ズ
統
計
モ
デ
ル
を
は
じ
め
と

す
る
政
治
学
に
お
け
る
分
析
手
法
に
つ
い
て
集
中
的

に
検
討
し
て
い
る
章
も
あ
る
。
多
種
多
様
で
、
目
次

だ
け
見
る
と
一
見
ま
と
ま
り
の
な
い
よ
う
な
構
成
で

あ
る
が
、
何
か
し
ら
の
繋
が
り
を
感
じ
る
。
東
京
大

学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
の
藤
原
帰
一
先
生
の

ご
退
職
を
記
念
し
て
、
門
下
生
が
編
ん
だ
論
集
で
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

注
釈
や
引
用
文
献
が
豊
富
で
あ
り
、
す
べ
て
の
章

の
後
ろ
に
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
が
あ
る
本
書
は
、
今
か
ら

政
治
学
を
学
び
た
い
と
考
え
る
人
に
は
も
ち
ろ
ん
、

知
見
を
よ
り
深
め
た
い
と
思
う
人
に
も
適
し
て
い
る
。

様
々
な
情
報
が
飛
び
交
う
現
代
に
お
い
て
、
自
ら
の

知
見
を
深
め
る
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。�

（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
三
五
八
頁　

税
込
四
〇
七
〇
円　

6
月
刊
）

世
界
の
岐
路
を
よ
み
と
く 

基
礎
概
念

比
較
政
治
学
と
国
際
政
治
学
へ
の
誘
い

中
溝
和
弥
、佐
橋
亮
編　

岩
波
書
店
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連
帯
の
政
治
社
会
学

３・
１
１
後
の
反
原
発
運
動
と
市
民
社
会

ベ
ア
タ
・
ボ
ホ
ロ
デ
ィ
ッ
チ
著

小
熊
英
二
／
木
下
ち
が
や
訳　

明
石
書
店

　

こ
の
国
や
社
会
を
よ

り
良
く
変
え
た
い
と
願

っ
た
と
き
、
私
た
ち
は

ど
ん
な
手
立
て
を
取
り

う
る
だ
ろ
う
か
。
三
・
一
一
以
降
の
脱
原
発
運
動
で

は
、
国
会
前
の
大
規
模
な
抗
議
集
会
が
世
間
を
賑
わ

せ
た
。
一
方
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
著
者
が
取
り

上
げ
る
の
は
、
研
究
や
教
育
、
法
的
支
援
な
ど
、
直

接
的
な
抗
議
と
は
異
な
る
営
み
の
数
々
だ
。
華
や
か

で
目
立
ち
や
す
い
抗
議
行
動
と
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば

枝
葉
に
思
え
る
よ
う
な
実
践
と
を
含
め
た
運
動
の
総

体
は
、
本
書
で
は
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
。
さ
な
が
ら
植
物
の
よ
う
に
、
各
領
域
が
い

か
に
合
流
・
連
携
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ

ス
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
き
だ
さ
れ
る
部
分
が
本
書

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
だ
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
緻
密
で
膨
大
な
記
述
は
、
そ

の
後
の
理
論
的
な
考
察
に
う
ま
く
接
続
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
脱
原
発
運
動
は

日
本
社
会
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
の
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
た
の
か
、
と
い
う
冒
頭
で
掲
げ
ら
れ
た

問
い
は
、
説
得
的
に
論
証
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

〈
情
弱
〉の
社
会
学　

新
装
版

ポ
ス
ト・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
の 

生
の
技
法

柴
田
邦
臣
著　

青
土
社

　

表
題
の
〈
情
弱
〉
と

い
う
ネ
ッ
ト
ス
ラ
ン
グ

を
見
て
、
本
を
開
く
の

を
や
め
て
し
ま
っ
て
は

も
っ
た
い
な
い
。
本
書
は
核
心
的
な
情
報
社
会
の
問

題
を
社
会
学
的
に
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
最
新
の
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
な
ど
の
情
報
技

術
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
諸
制
度
、
例
え
ば
介

護
保
険
制
度
や
特
定
健
康
診
断
な
ど
を
フ
ー
コ
ー
の

「
生
―
権
力
」
論
に
依
拠
し
て
分
析
す
る
。
そ
の
分

析
を
通
し
て
、
情
報
化
の
過
程
が
身
体
の
内
部
ま
で

も
情
報
化
し
て
い
く
、
情
報
化
の
新
た
な
段
階
と
し

て
の
「
ポ
ス
ト
・
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
社
会
」
の
論
理
を

説
明
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
論
理
と
は
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
〈
規
準
〉
を
人
々
が
自

己
責
任
に
よ
っ
て
内
面
化
し
、
自
ら
の
生
を
「
自

粛
」
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
生
き
る
う
え
で
必
要
な
支
援
を
、
Ａ
Ｉ
に

よ
っ
て
レ
コ
メ
ン
ド
さ
れ
た
適
正
量
を
も
と
に
自
粛

す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
人
々
が
自
ら
の
生
そ
の
も

の
す
ら
「
自
粛
」
し
て
い
く
社
会
の
す
が
た
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
り
う
る
可
能
性
の
一
つ
に
過

ぎ
な
い
。
確
か
に
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
に
依
拠
す
る
社

会
制
度
が
私
た
ち
の
生
を
「
擬
制
」、「
自
粛
」、「
適

正
化
」
す
る
よ
う
に
機
能
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
各
々
が
技
術
に
内
在
す
る
機
能
を
〈
生
の

技
法
〉
＝
リ
テ
ラ
シ
ー
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
可
能

性
も
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
可
能
性
を
〈
情
報
弱

者
〉
と
み
な
さ
れ
が
ち
な
障
害
当
事
者
た
ち
の
実
践

を
検
討
す
る
こ
と
で
示
す
の
で
あ
る
。

　

技
術
の
発
展
と
と
も
に
進
み
つ
づ
け
る
社
会
の
変

化
を
と
ら
え
る
う
え
で
、
重
要
な
視
座
を
与
え
て
く

れ
る
一
冊
だ
。
新
版
に
付
さ
れ
た
能
登
半
島
地
震
に

つ
い
て
の
分
析
も
必
読
だ
。�

（�

投
稿
・
定
信 

）

�

（
二
一
四
頁　

税
込
二
四
二
〇
円　

6
月
刊
）

い
。
た
だ
、
そ
れ
が
そ
も
そ
も
困
難
な
試
み
で
あ
る

と
い
う
の
は
著
者
も
認
め
る
と
こ
ろ
だ
。

　

訳
・
解
説
を
担
当
し
た
小
熊
英
二
は
、
抗
議
行
動

を
旗
に
例
え
る
。
旗
が
立
つ
こ
と
自
体
に
力
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
強
い
風
が
吹
い
て
い
る
こ
と
を
示

せ
た
場
合
に
の
み
、
旗
は
社
会
へ
の
影
響
力
を
持
つ

こ
と
に
な
る
の
だ
、
と
。
本
書
か
ら
は
、
当
時
の
日

本
社
会
で
吹
い
て
い
た
風
の
香
り
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
た
な
び
く
旗
を

立
て
ん
と
し
た
者
た
ち
の
、
草
の
根
の
奮
闘
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。

�

（�

投
稿
・
ね
む
る
虫 

）

�

（
三
七
六
頁　

税
込
三
八
五
〇
円　

5
月
刊
）
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吾
妻
鏡

―
鎌
倉
幕
府「
正
史
」の
虚
実

藪
本
勝
治
著　

中
公
新
書

沈
黙
の
中
世
史

感
情
史
か
ら
見
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

後
藤
里
菜
著　

ち
く
ま
新
書

現
代
写
真
と
は
何
だ
ろ
う

後
藤
繁
雄
著

ち
く
ま
新
書

　

あ
な
た
は
今
、
こ
の
文
章
を
声
に
出
さ
ず
読
ん
で

い
る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
黙
読
と
い
う
技
術
は
比
較

的
最
近
の
も
の
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
薄
れ
て
し

ま
っ
た
言
葉
と
音
の
関
係
。
本
書
は
、
そ
の
裏
に
潜

む
沈
黙
に
焦
点
を
当
て
西
欧
中
世
を
紐
解
い
て
い
く
。

　

聖
職
者
に
と
っ
て
、
沈
黙
は
罪
を
避
け
る
た
め
に

必
要
な
も
の
と
さ
れ
た
。
彼
ら
は
祈
り
の
言
葉
を
除

く
会
話
は
嘘
や
偽
誓
に
繋
が
り
得
る
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
他
方
、
平
民
や
女
性
と
い
っ
た
立
場
の
弱
い

人
々
に
と
っ
て
、
沈
黙
は
統
治
者
か
ら
課
さ
れ
る
も

の
だ
っ
た
。
権
力
に
よ
っ
て
彼
ら
は
沈
黙
を
強
制
さ

れ
た
。
同
じ
沈
黙
で
も
、
そ
の
作
用
は
全
く
異
な
る
。

　

し
か
し
盛
期
中
世
以
降
（
一
一
世
紀
～
）、
生
産

力
の
向
上
や
都
市
の
発
達
に
よ
る
教
育
レ
ベ
ル
の
上

昇
に
よ
っ
て
状
況
は
徐
々
に
変
容
し
て
い
っ
た
。
平

民
や
女
性
の
声
が
文
学
作
品
等
に
現
れ
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
、
彼
ら
に
課
さ
れ
た
沈

黙
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
破
ら
れ
て
い
く
。

　

古
代
世
界
と
比
較
し
て
、
ど
う
し
て
も
暗
黒
期
の

イ
メ
ー
ジ
が
ぬ
ぐ
え
な
い
西
欧
中
世
。
そ
の
実
像
の

一
面
を
、
新
書
ら
し
か
ら
ぬ
豊
富
な
読
書
案
内
と
共

に
詳
ら
か
に
す
る
一
冊
。�
（�
荒
砥 

）
�

（
三
二
〇
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

7
月
刊
）

　
『
吾あ

ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』
は
鎌
倉
幕
府
が
公
式
に
編
纂
し
た
史

書
で
あ
り
、
歴
史
資
料
と
し
て
大
い
に
参
照
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
多
く
の
虚
構
や
脚
色
が

含
ま
れ
て
い
る
と
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
本

書
副
題
の
「
虚
実
」
も
そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　

で
は
本
書
の
目
的
は
、
検
証
に
よ
っ
て
「
史
実
」

に
迫
る
こ
と
な
の
か
。
否
。
本
書
は
む
し
ろ
、『
吾

妻
鏡
』
が
い
か
な
る
意
図
で
、
い
か
に
し
て
過
去
を

語
り
直
し
た
の
か
、
と
い
う
「
虚
構
」
に
迫
る
。

　

冒
頭
の
頼
朝
挙
兵
を
例
に
挙
げ
よ
う
。『
吾
妻
鏡
』

は
、
こ
れ
を
義
兵
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。

な
ぜ
か
？　

そ
れ
は
幕
府
が
、
源
氏
・
北
条
氏
の
支

配
の
歴
史
を
正
当
化
す
る
た
め
で
あ
る
。
で
は
い
か

に
し
て
か
？　

出
来
事
を
脚
色
、
捏
造
す
る
だ
け
で

は
な
い
。
語
り
の
妙
に
よ
っ
て
、
地
の
文
に
価
値
判

断
を
織
り
込
ん
だ
り
、
読
者
の
視
点
を
自
然
に
北
条

氏
に
引
き
寄
せ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
本
書
の
分
析
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
し
か

し
、
過
去
を
語
る
営
み
が
語
り
手
の
「
現
在
」
と
不

可
分
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
本
書
は

『
吾
妻
鏡
』
を
深
く
検
証
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
「
歴

史
」
の
本
質
に
も
迫
る
一
冊
な
の
で
あ
る
。（�

朝
露 

）

�

（
三
〇
四
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

7
月
刊
）

　

今
日
、
写
真
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
し
く
変
化
し

て
い
る
。
近
年
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
台
頭
し
、
写
真
は

「
真
実
を
写
す
」
も
の
か
ら
、「
生
成
さ
れ
る
」
も
の

へ
と
変
わ
り
果
て
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
現
代
に
お

い
て
、
我
々
は
写
真
と
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
書
の
中
心
的
な
問
い
だ
。

　

九
〇
年
代
か
ら
国
内
外
で
写
真
展
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
て
き
た
著
者
が
、
写
真
の
現
代
ア
ー
ト
と
し
て

の
魅
力
を
論
じ
る
の
が
本
書
だ
。
中
平
卓
馬
、
篠
山

紀
信
と
い
っ
た
往
年
の
日
本
人
写
真
家
か
ら
、
Ｓ

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン・

シ
ョ
ア
、
Ｎナ

ン

・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
、
今
春
の
京
都
で
の

展
示
が
話
題
と
な
っ
た
Ｖ

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン・
サ
ッ
セ
ン
ま
で
、
各
章

で
は
特
定
の
写
真
家
を
取
り
上
げ
、
そ
の
活
動
が
現

代
写
真
に
与
え
る
影
響
を
考
察
す
る
。
著
者
に
よ
る

写
真
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
後
日
談
が
随
所
に
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
時
代
と
写
真
の
変
化
に
ど
の
よ

う
に
応
答
し
て
各
々
が
作
品
を
作
っ
て
き
た
の
か
よ

く
分
か
る
。
長
年
現
場
に
携
わ
っ
て
き
た
著
者
に
し

か
描
け
な
い
視
点
で
あ
り
、
本
書
自
体
が
近
年
の
日

本
の
写
真
史
の
史
料
と
な
り
う
る
凄
み
を
感
じ
た
。

　

論
が
自
由
に
進
む
た
め
読
み
易
く
は
な
い
も
の
の
、

写
真
へ
の
明
晰
な
洞
察
が
得
ら
れ
る
。（�

た
い
や
き 

）

�

（
三
八
四
頁　

税
込
一
三
二
〇
円　

8
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

論
理
が
時
間
に
触
れ
る
と
き
―
―
有
栖
川
有
栖
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
語
る

　

有あ
り
す
が
わ
あ
り
す

栖
川
有
栖
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？　

今
年
で
作
家
業
三
十
五
年
目
を

迎
え
た
ベ
テ
ラ
ン
の
推
理
作
家
で
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
は
一
貫
し
て
、
端
正
な
ミ

ス
テ
リ
を
書
く
こ
と
に
捧
げ
ら
れ
て
き
た
。

　

ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
を
連
想
さ
せ
る
筆
名
の
印
象
通
り
、
そ
の
作
品
は
パ
ズ

ル
の
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
た
論
理
性
に
加
え
て
、
ど
こ
か
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
纏
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
こ
れ
は
、
論
理
が
破
綻
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で

は
な
い
。
有
栖
川
の
小
説
の
幻
想
性
は
む
し
ろ
、
論
理
を
積
み
上
げ
た
先
に
こ

そ
宿
る
の
だ
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
評
者
が
と
り
わ
け
愛
好
し
て
い
る
ふ
た
つ

の
作
品
を
挙
げ
て
、
そ
の
実
例
を
語
ろ
う
。

◆
推
理
が
時
間
を
止
め
る
―
―
『
ス
イ
ス
時
計
の
謎
』

　

犯
罪
学
者
の
火
村
英
生
が
快
刀
乱
麻
の
推
理
で
犯
罪
者
を
追
い
詰
め
る
〈
作

家
ア
リ
ス
〉
シ
リ
ー
ズ
、
そ
の
な
か
で
も
粒
揃
い

の
中
短
篇
集
で
あ
る
『�

ス
イ
ス
時
計
の
謎 

』
は
、

作
者
が
《
ど
こ
か
ら
見
て
も
本
格
ミ
ス
テ
リ
と
い

う
作
品
で
固
め
た
》
と
い
う
一
冊
だ
。
わ
け
て
も

そ
の
表
題
作
は
、
犯
人
は
誰
か
、
と
い
う
一
点
に

的
を
絞
っ
た
、
純
度
の
高
い
中
篇
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
に
お
い
て
、
火
村
が
駆
使
す
る
推
理
は
論
理
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
そ

れ
に
近
い
。
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
殺
人
現
場
か
ら
腕
時
計
が
持
ち
去
ら
れ

た
こ
と
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
。
け
れ
ど
も
火
村
は
こ
の
事
実
を
分
析
し
、
精
緻

な
推
理
を
重
ね
る
こ
と
で
、
容
疑
者
を
ひ
と
り
ま
た
ひ
と
り
と
減
ら
し
て
い
く
。

そ
う
し
て
た
ど
り
着
く
の
は
、
具
体
的
な
証
拠
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犯

人
が
た
だ
ひ
と
り
し
か
あ
り
得
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
逆
説
的
な
事
態
だ
。

つ
ま
り
、
具
体
性
を
欠
い
た
抽
象
的
な
論
理
が
、
犯
人
を
捕
ら
え
て
し
ま
う
。

　

こ
の
と
き
火
村
の
推
理
は
、
単
な
る
合
理
的
推
論
を
超
え
て
、
ど
こ
か
決
定

論
的
な
凄
み
を
帯
び
る
。
時
計
を
盗
ん
で
し
ま
っ
た
時
点
で
、
犯
人
の
運
命
は

決
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
明
か
さ
れ
た
瞬
間
、
読
者
は
、
ま
る
で
時
間

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
陥
る
こ
と
だ
ろ
う
。
作
者
を
し
て

《
ど
う
し
て
こ
ん
な
推
理
が
成
立
す
る
の
か
奇
妙
な
気
が
す
る
》
と
言
わ
し
め

た
、
こ
の
驚
異
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

◆
推
理
が
時
間
を
立
ち
上
げ
る
―
―
『
女
王
国
の
城
』

　
『
ス
イ
ス
時
計
』
が
推
理
に
よ
っ
て
時
間
を
止
め
る
作
品
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

反
対
に
推
理
に
よ
っ
て
、
持
続
さ
れ
て
き
た
長
い
時
間
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
の
が
『�

女
王
国
の
城 

』
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
は
江
神
二
郎
率
い
る
英
都
大
学
推

理
小
説
研
究
会
の
面
々
を
主
人
公
と
し
た
〈
学
生
ア
リ
ス
〉
シ
リ
ー
ズ
の
一
作
。

新
興
宗
教
団
体
の
施
設
へ
の
潜
入
と
そ
こ
か
ら
の
脱
出
を
縦
軸
と
し
て
、
複
数

の
事
件
が
絡
み
合
う
本
作
は
、
有
栖
川
作
品
で
も
一
番
の
分
厚
さ
を
誇
る
大
長

篇
。
け
れ
ど
も
犯
人
を
指
摘
す
る
た
め
の
推
理
は
、
驚
く
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
だ
。

　

探
偵
役
で
あ
る
江
神
は
こ
こ
で
、
人
の
移
動
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
こ
な
う
。

算
数
の
文
章
題
を
解
く
よ
う
な
そ
の
推
理
か
ら
導
か
れ
る
結
論
は
、
け
れ
ど
も

読
者
の
虚
を
衝
い
て
、
閉
じ
ら
れ
た
世
界
に
風
穴
を
開
け
る
。
そ
こ
か
ら
流
れ

込
む
も
の
こ
そ
、
時
間
だ
。
外
界
か
ら
隔
離
さ
れ
た
よ
う
な
作
品
世
界
に
も
、

時
間
が
流
れ
て
い
る
の
だ
と
読
者
は
知
る
。
江
神
が
突
き
付
け
る
犯
人
の
条
件

は
、
そ
ん
な
時
間
の
流
れ
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

評
者
が
有
栖
川
作
品
に
惹
か
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
瞬
間
に
お
い
て
だ
。

論
理
の
階
梯
を
一
段
一
段
と
登
り
な
が
ら
、
小
説
は
人
間
の
領
域
を
超
え
た
時

間
の
真
理
、
あ
る
い
は
世
界
の
神
秘
に
触
れ
る
。
そ
こ
で
浮
か
び
上
が
る
鮮
烈

な
イ
メ
ー
ジ
は
、
推
理
小
説
だ
か
ら
こ
そ
描
き
出
せ
る
も
の
だ
。�

（�

水
炊
き 

）
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私の本棚

空
想
世
界
に
遊
ぶ
マ
イ
ナ
ー
ポ
エ
ッ
ト
―
―
牧
野
信
一

　

大
江
健
三
郎
と
古
井
由
吉
の
対
談
集
『�

文
学
の
淵
を
渡
る 

』（
新
潮
文
庫
）。

そ
の
な
か
に
「
百
年
の
短
篇
小
説
を
読
む
」
と
い
う
回
が
あ
る
。
創
刊
以
来
雑

誌
「
新
潮
」
に
掲
載
さ
れ
た
短
篇
に
つ
い
て
、
二
人
が
議
論
を
交
わ
す
と
い
う

趣
旨
だ
。
森
鴎
外
、
志
賀
直
哉
、
芥
川
龍
之
介
と
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
が
並
ぶ
な
か

に
、
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
出
す
の
が
牧
野
信
一
。
大
江
と
古
井
は
「
こ
の
短
篇
選

の
中
で
最
上
の
作
品
」
と
絶
賛
す
る
。「
芥
川
を
神
経
衰
弱
に
し
て
し
ま
う
に

た
る
奇
っ
怪
な
名
手
」
と
ま
で
称
さ
れ
る
作
家
、
果
し
て
そ
の
正
体
は
？

　

牧
野
信
一
は
、
主
に
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
活
躍
し
た

作
家
だ
。
そ
の
文
学
的
出
発
は
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
を
露
悪
的
に
描
い
た

「
父
を
売
る
子
」
な
ど
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
私
小
説
。
し
か
し
そ
の
本
領
は
、

“
ギ
リ
シ
ャ
牧
野
”
と
呼
ば
れ
る
中
期
の
特
徴
的
な
作
品
群
に
あ
る
。
郷
里
小

田
原
で
の
実
生
活
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
も
、
そ
の
上
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
世
界
に

あ
や
か
っ
た
自
由
な
空
想
を
広
げ
、
夢
と
現
実
を
綯
い
交
ぜ
に
し
た
幻
想
的
か

つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
風
を
確
立
し
た
。

　

文
学
史
で
は
「
新
興
芸
術
派
と
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
の
二
大
潮
流
」
と
ま
と

め
ら
れ
る
時
代
に
、
片
隅
で
独
自
の
世
界
を
育
ん
だ
マ
イ
ナ
ー
ポ
エ
ッ
ト
。
小

林
秀
雄
や
三
島
由
紀
夫
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
が
、
長
ら
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い

た
存
在
だ
。

　
“
ギ
リ
シ
ャ
牧
野
”
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。

牧
野
の
手
に
か
か
れ
ば
、
た
だ
の
馬
が
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
の
愛
馬
ロ
シ
ナ
ン
テ
に
、
山
の
民
家
が
ピ

エ
ル
・
フ
ォ
ン
に
早
変
わ
り
。
縦
横
無
尽
に
展
開

さ
れ
る
作
者
の
空
想
に
、
慣
れ
な
い
読
者
は
面
食

ら
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
お
す
す
め
し
た
い
の
が
『�

牧
野
信
一
　

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
幻
想
傑
作
集
　
嘆
き
の
孔
雀 

』（
小
鳥
遊
書
房
）
だ
。
こ
の

短
編
集
は
作
風
の
変
化
を
断
絶
と
見
な
さ
ず
、「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と

い
う
一
本
の
糸
で
繋
ぐ
。
初
期
に
書
か
れ
た
少
年
少
女
小
説
を
入
口
に
、
牧
野

の
幻
想
が
徐
々
に
深
め
ら
れ
、「
ゼ
ー
ロ
ン
」
や
「
バ
ラ
ル
ダ
物
語
」
と
い
っ

た
代
表
作
に
結
実
す
る
過
程
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
“
ギ
リ
シ
ャ
牧
野
”
の
世
界
に
遊
ん
だ
あ
と
は

外
側
か
ら
そ
の
秘
密
を
探
っ
て
み
よ
う
。『�

牧
野

信
一
と
小
田
原 

』（
夢
工
房
）
は
、
牧
野
の
生
涯

を
丹
念
に
追
い
か
け
、
作
品
と
先
行
研
究
を
簡
便

に
紹
介
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
だ
。
小
田
原
に
か
か

る
幻
想
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
剥
が
す
こ
と
は
、
牧
野
の
本
意
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
う
し
て
み
る
と
、
牧
野
の
文
学
は
単
な
る
幻
想
小
説
で
は
な
く
、

現
実
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

牧
野
に
目
を
か
け
ら
れ
た
後
輩
作
家
・
坂
口
安
吾
は
、「
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
に
就

て
」
と
い
う
文
学
論
の
な
か
で
、
こ
ん
な
ふ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
一
体
、
人
々
は
、『
空
想
』
と
い
う
文
字
を
、『
現
実
』
に
対
立
さ
せ
て
考

え
る
の
が
間
違
い
の
元
で
あ
る
。（
…
）
人
間
自
身
の
存
在
が
『
現
実
』
で
あ

る
な
ら
ば
、
現
に
其
の
人
間
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
空
想
が
、
単
に
、
形
が

無
い
か
ら
と
言
っ
て
、
な
ん
で
『
現
実
』
で
な
い
こ
と
が
あ
る
。」

　

牧
野
に
と
っ
て
の
小
説
は
、
き
っ
と
こ
の
種
の
「
現
実
」
だ
っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
“
ギ
リ
シ
ャ
牧
野
”
の
世
界
は
、
吹
か
れ
て
飛
ぶ
よ
う
な
儚
い
夢
で
は
な

く
、
目
の
前
の
景
色
を
鮮
や
か
に
塗
り
替
え
る
魔
法
な
の
だ
。�

（�

く
た
く
た 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
オ
シ
ャ
レ
な
本
特
集
を
し
て
ほ
し
い
。

�

（�

理
学
部
・
え
び
天
天 

）

―
―
本
の
中
身
だ
け
で
な
く
、
装
丁
に
も
注
目
で
き

そ
う
で
す
ね
。
私
は
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ケ
買
い
」
を

よ
く
す
る
方
な
の
で
す
が
、
普
段
は
手
に
取
ら
な
い

ジ
ャ
ン
ル
の
本
と
偶
然
の
出
会
い
が
あ
っ
て
楽
し
い

で
す
。
新
潮
文
庫
の
夏
限
定
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
バ
ー
や
、

角
川
文
庫
が
て
ぬ
ぐ
い
専
門
店
「
か
ま
わ
ぬ
」
と
コ

ラ
ボ
し
た
カ
バ
ー
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
集
め
て
並
べ
る

と
本
棚
が
一
気
に
華
や
か
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は

近
代
文
学
の
名
作
ぞ
ろ
い
な
の
で
ぜ
ひ
！
（
笑
）

○
7
月
号
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
真
っ
最
中
で
、
Ｔ
Ｖ

に
釘
付
け
に
な
り
が
ち
な
と
こ
ろ
、「
特
集
／
パ
リ
」

を
も
っ
て
く
る
、
綴
葉
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
心

に
く
い
で
す
（
笑
）�

（�

い
い
み
ょ
ん 

）

―
―
特
集
テ
ー
マ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！　

映
像
と
文
字
の
両
方
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
い
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
特
集
の
テ
ー
マ
案
と
し
て
は
、
編
集
委
員
そ

れ
ぞ
れ
の
興
味
や
個
性
が
光
る
も
の
に
加
え
て
、
毎

回
時
節
に
合
っ
た
も
の
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど

の
テ
ー
マ
を
何
月
号
で
取
り
上
げ
る
の
が
い
い
か
、

こ
だ
わ
り
な
が
ら
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

特
集
テ
ー
マ
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
！�

（�

く
た
く
た 

）

　今年の 5月号から編集委員に参加させてい
ただいております、くたくたと申します。綴
葉にはおいしそうなペンネームの方が多いの
でそれにならいました。寒くなってきて、く
たくたに煮たお野菜が恋しい季節ですね。知
人にはよく「しゃっきりしていないところが
似ている」と言われます。
　小さい頃は根っからのファンタジー育ちで、
妖精と戯れたり、魔法のホウキで空を飛んだ
り……文字の向こう側に広がる夢のような世
界に心を躍らせる毎日でした。
　それがどういうわけか日本の近代文学、そ
れも純文学にどっぷり浸かり、言葉の奥に広
がる世界よりも、言葉の手触り、のようなも
のに惹かれるようになりました。魔法みたい
なことはなにも起こらない、なんの変哲もな
い日常の 1ページ、誰にとっても馴染みのあ
る感情でも、それらにどんな言葉を与えるの
か、そこに作家の人間性が見え隠れするよう
です。
　そういう意味で、綴葉の編集会議は毎月い
ろんな人の書いたいろんな文章をつまみ食い
できる、天国みたいな場所です。偉大な先輩
方の背中を追いかけつつ、読む方も書く方も
誠心誠意楽しんでいけたらと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。�（�くたくた ）

当てよう！図書カード編集後記
　今月号の新書特集はいかがでしたか。前半
にはずらりと岩波新書が並びましたが、これ
は日本初の「新書」レーベルだったそうです。
さてここで問題。「新書」創刊の際に岩波書
店が参考にしたという「ペリカン・ブック
ス」とは、どの国の叢書レーベルでしょう？
　1．アメリカ　　2．イギリス
　3．ドイツ　　　4．オランダ
� （�朝露 ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 12 月 15 日です。

《7月号の解答》 7 月号の問題の正解は、3．
の 5月 1日でした。すずらんは幸運を運ぶ花。
16 世紀の国王シャルル 9世がすずらんの花
束を贈られて喜んだことがきっかけで広まっ
た習慣なのだそうです。図書カードの当選者
は、えび天天さん、小納言さん、ナマステさ
ん、東大路優馬さん、ふーさんの 5名です。
当選おめでとうございます。� （�くたくた ）


